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問整小委( 23.07.05)H

参考資料 ２

「現代の国語をめぐる諸問題について （第19期国語審議会報告，」
平成５年６月18日）において指摘された課題

１ 言葉遣いに関すること

（１）適切な言葉遣い
国語の表現は，平明，的確で，美しく，豊かなものであることが望ましい。目的と

場合に応じた適切な言葉遣いや文章表現の在り方，いわゆる言葉の乱れやゆれなどの
問題，発音上の諸問題等について検討する必要があるのではないか。

（２）放送等の媒体の言葉遣い
言語の習得，言葉の学習は人間形成の基本を成すものであり，良い言語環境を用意

することは家庭，学校，社会のいずれにおいても極めて大切である。特に現代では，
話し言葉については幼児期からテレビ等を通じて大きな影響を受けるので，放送等の
媒体において，今後とも美しく豊かで魅力に富んだ言葉遣いへの配慮が望まれる。

（３）敬語
敬語は，国語の中で非常に大切な働きをしているものであり，人間関係を円滑に進

めていく上でもなくてはならないものである。今日の現実に即した敬語の在り方につ
いて，話し言葉・書き言葉の両面から検討する必要があるのではないか。

（４）方言
現在，共通語は広く一般社会に普及していると認められるが，方言は地域の文化を

伝え，地域の豊かな人間関係を担うものであり，それぞれの地域に伝わる豊かな表現
を生活の中で生かしていくことは，言語文化の活性化にもつながるものである。共通
語とともに方言も尊重することが望まれる。

２ 情報化への対応に関すること

（１）情報機器の発達とこれからの国語の能力の在り方
ワープロ等の情報機器の発達に伴って，文字の使用をめぐる社会状況は大きく変化

しつつある。そのような状況下で求められるこれからの国語の能力の在り方について
検討する必要があるのではないか。特に，書記能力，文章表現力，思考力にどのよう
な影響が及ぶのか，十分考えておくべきである。また，仮名漢字変換方式の普及によ
って，漢字を用いることは容易になりつつあるが，それに伴って漢字を読む能力の重
要性はむしろ増大することが予想される。漢字を読む能力の伸長を図るために，振り
仮名の活用等について社会一般の配慮が望まれる。

（２）ワープロ等における漢字や辞書（ワープロソフト）の問題
ワープロ等に使われる漢字の字体について混乱が見られるので，各方面に及ぼす影

響を考慮に入れながら，ある程度共通的なものさしに従って整理・統一することを検
討する必要があるのではないか。

また，使用者の使用目的の多様化に伴い，それぞれの用途に応じた多様な辞書の研
究開発を急ぐことが望まれる。

３ 国際社会への対応に関すること

（１）国際社会における日本語の在り方
日本語が日本人のものだけではなくなってきている現在，日本語の国際的な広がり

への対応，日本語による外国人との意思疎通の在り方等について検討する必要がある
のではないか。

また，外来語の増加や日本語の中での外国語の過度の使用の問題についても検討す
る必要があるのではないか。

（２）日本語教育の推進
日本語教育に対する需要の増大と多様化に伴い，指導内容，教材，指導方法等の研

究開発，各種情報機器の活用，優れた指導者の養成等を積極的に進めるべきである。
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（３）官公庁等の新奇な片仮名語の使用
外来語・外国語の使用が避けられない場合のあることは言うまでもないが，官公庁

等においては，その公的，公共的性格から言って，平明で的確な国語の使用に努める
べきであって，新奇な片仮名語を使用すること等については十分慎重であることが望
まれる。

４ 国語の教育・研究に関すること

（１）国語教育の重要性
国語は，教育の全体を貫く基本を成すものであり，国語教育の重要性について教育

関係者をはじめ国民全体が認識を深める必要がある。学校教育のほか，社会や家庭の
教育的な役割も重視すべきである。

また，学校教育においては，国語の全般にわたる教育が，国語科はもとより教育活
動全体の中で十分に行われるよう努める必要がある。

（２）思考力・表現力の涵養と音声言語の重視
かん

自分の考えをまとめ，適切に表現し，人の意見を相手の立場に立って理解すること
は，社会生活を送る上で極めて大切である。そういう基礎的な能力を身に付けるため
に，社会生活のあらゆる機会を通じて，自分としてのものの見方や考え方ができるよ
うな能力や態度を培うとともに，話すことや聞くことの教育を一層充実させるべきで
ある。特に，語感や言葉のリズムを体得させるため，音読や朗読，話し言葉等の指導
方法を一層工夫する必要がある。

（３）国語研究の振興
国語研究はそれ自体重要な価値を有するとともに，国語施策の立案や国語教育の基

礎としても重要であり，一層の振興を図る必要がある。特に，国立国語研究所は我が
国の国語研究の中核を成す機関であり，一層の整備・充実を図るべきである。

（４）国語の大辞典の編集
言葉は時代とともに移り変わるものだが，それぞれの時代ごとの十分な用例を収録

， ， ，した国語の大辞典を編集することは 国語の歴史を明らかにし 国語の伝統を継承し
明確な国語を保持するために極めて有意義である。また，言葉の来歴や用法を知るこ
とによって言葉を大切にする心を養い，国民の国語に対する意識を高めることにもつ
ながるものである。現在，国立国語研究所で編集の準備作業が行われているが，この
ような事業を更に積極的に進めるべきである。

５ 表記に関すること

（１）目安・よりどころの趣旨と個人の表記
「常用漢字表 「現代仮名遣い 「送り仮名の付け方」等は，現代の国語を書き表」 」

す場合の目安又はよりどころとして定められたものであって，各種の専門分野や個々
人の表記にまで及ぼそうとするものではなく，過去に行われた表記を否定するもので
もないという緩やかな性格のものである。このような性格の「常用漢字表」等が，報
道機関等での基準として厳格に取り扱われ，個人としての執筆者の表記や文章表現を
窮屈なものにする傾きもないではないので，目安・よりどころの趣旨が生かされるよ
うな柔軟な取扱いをすることが望まれる。

（２）交ぜ書き
「補てん 「ばん回 「伴りょ」のように，漢語の一部を仮名書きにするいわゆる」 」

交ぜ書きは，読み取りにくかったり，語の意味を把握しにくくさせたりする場合もあ
るので，言い換えなどの工夫をすることや，必要に応じて振り仮名を用いて漢字で書
くなどの配慮をすることについて検討する必要があるのではないか。

（３）その他
縦書き・横書きなど文章形式に関する問題，句読法に関する問題，ローマ字のつづ

り方，ローマ字による姓名の書き方，辞書の見出しなどの語の配列順，漢字の配列順
等について検討する必要があるのではないか。

なお，現行の「常用漢字表 「現代仮名遣い」等は，戦後の国語施策の見直しの結」
果として作成，実施されてきたものであるが，これらの内容等についても，将来，現
実と合わない点や見直すべき点が生じた場合には，慎重に検討する必要があるのでは
ないか。


